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大野台希望の橋　位置図 縮尺  1:50000

新地IC

相馬IC

図面の種類

縮　尺

設計会社名

事務所名

図　示 図面番号

大野台希望の橋 位置図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い わ き 工 事 事 務 所

大野台希望の橋(鋼上部工)工事

施工会社名

常磐自動車道

大野台希望の橋　橋梁位置

STA.520+20.000

常磐自動車道　大野台希望の橋（鋼上部工）工事 終点

STA.508+20.000

常磐自動車道　大野台希望の橋（鋼上部工）工事 始点
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摘要
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鋼7径間連続複合ラーメン(2主鈑げた+細幅箱桁)橋　419500
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：Ⅱ期線 右壁高欄外側 

：Ⅱ期線 道路中心線

：Ⅱ期線 左壁高欄外側 
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Ⅱ期線側：風向・風速計(移設)
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大野台希望の橋 橋梁一般図
上部工標準断面図
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＜計画断面＞

1 : 2.0 1 :
 2.

0

県道相馬大内線

H.W.L.51.364

計画高水量 Q=60 m3/s

No.4

地蔵川（二級河川）
＜計画断面＞

道路規格

橋　長 桁　長

支間長

計画交通量

主要鋼材

コンクリート

鉄　筋

材　料

形　式
橋台

橋台・橋脚躯体材　料

第1種 第2級 B規格

L＝419.5m（道路中心線上) L＝418.1m

L＝44.6m+2@51.0m+58.0m+2@72.5m+67.1m(道路中心線上)

大型車3,067台 2方向・台／日

9.810m

R＝1500m（左曲線）

i=3.000%

B種の橋

A2地域（福島県相馬市）

Ⅰ種地盤

SM570、SM520、SM490Y、SM400、SS400、S10T

σck＝40N/㎜2(場所打ちPC床版)

SD345, SD490

逆T式橋台

σck＝30N/㎜2、SD345、SD490

Ak層（赤柴層）,M(sa)層（向山層）

設計条件表

i=4.0%

σck＝30N/㎜2(壁高欄)

活荷重 B活荷重 雪荷重 考慮しない

有効幅員

縦断勾配

平面線形

横断勾配

斜角 90°

重要度区分

地域区分

設計水平震度 橋軸方向：Kh=0.20、橋軸直角方向：Kh=0.20

地盤種別

支持層

上部工形式 鋼7径間連続複合ラーメン（2主鈑げた+細幅箱桁）橋

架設工法 トラッククレーンベント架設工法＋送出し架設工法

舗装 アスファルト舗装t＝80mm

支承形式 端支点【分散】＋中間支点P1～P5【剛結】＋中間支点P6【分散】

高欄形式 フロリダ型壁高欄SB種

形　式

底版・深礎基礎・場所打ち杭基礎:σck＝24N/㎜2、SD345

橋台:深礎基礎、場所打ち杭、橋脚:直接基礎、深礎基礎

道路橋示方書（H29.11)、設計要領第二集（H28.8)適用示方書

設計速度 V=100km/h

基本条件

上部工

下部工 橋脚 張出し式橋脚

材　料

下部工断面図 S=1:400

交差条件 S=1:400

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図　示 図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

大野台希望の橋(鋼上部工)工事

大野台希望の橋　橋梁一般図

＜注記＞

・平成23年の東日本大震災の影響で対象地域の地盤は移動しているため、

　既設のⅠ期線構造物およびⅠ期線設計時のボーリング柱状図の標高は、

　当初の標高から路線測量成果をもとに一律で366mmの沈下を考慮している。

基礎工
P1～P5:底版σck＝30N/㎜2、SD345

橋台

橋脚
P6:底版σck＝30N/㎜2、SD345 深礎基礎σck＝30N/㎜2、SD345、SD490
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大型土のう 1袋
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4

1

2

3x2000=6000

主桁

H594x302x14x23

2
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5
94

2
08

1
58
9,
16
01

(
1
6
11
)

リース桁 桁長22m

覆工板

覆工板

覆工板

3x2000=6000

主桁

H700x300x13x24

4x2000=8000

( 　)内は添接部

2
08

7
00

手摺 L75x75x9

手摺 L75x75x9

手摺 L75x75x9

水平荷重

上
部
工

下
部
工

活荷重

形    式 杭橋脚

支持杭施工法

許容応力度の割増係数

た わ み

衝撃

設計条件

1.50

道路土工　仮設構造物工指針　㈳日本道路協会　　H11.3

道路橋示方書・同解説　Ⅰ･Ⅱ ㈳日本道路協会　　H24.3

i = 0.40

L／400かつ25mm以下：H鋼桁, L／500：リース桁

重機荷重の15%　自動車荷重の10%

ダウンザホールハンマ工法

縦断勾配

横断勾配 Level

準拠規準

Level

設計要領第二集　橋梁建設編　東日本高速道路㈱　H28.8

　先端支持力度の係数　α＝1.0

　周面摩擦力度の係数　β＝0.5

覆工板

覆工板以外 i = 0.30：H鋼桁, i = 0.30/(50+L)：リース桁

（砂充填＋バイブロハンマ先端処理）

KP4～KP5

KP1～KP4

通行荷重：A活荷重

通行荷重：A活荷重

大野台希望の橋 仮桟橋撤去一般図(1) S=1:250

側　面　図

平　面　図

上部工断面図

Ｈ鋼桁部(KP1～KP3)

リース桁部(KP3～KP4)

Ｈ鋼桁部(KP4～KP5)

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

S=1:250 図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社
いわき工事事務所

大野台希望の橋 仮桟橋撤去一般図(1)

常磐自動車道
大野台希望の橋（鋼上部工）工事

注記】

１）施工に先立ち、地形や既設構造物の形状を計測し、取合いを確認すること。

２）地層は、KⅡ-R4-24の層厚区分に基づいた設計としている。施工段階で、地層区分

　が大きく異なる場合は、支持杭の照査を行い、必要に応じて見直すこと。

３）左岸側より、縦架設（スパンバイスパン）により設置・撤去を行う計画である。

４）支持杭を引抜き後、砂充填を行うものする。

５）使用部材について、特記なしはSS400を示す。
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大野台希望の橋 仮桟橋撤去一般図(2)

S=1:250

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図　示 図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社
いわき工事事務所

大野台希望の橋 仮桟橋撤去一般図(2)

常磐自動車道
大野台希望の橋（鋼上部工）工事

支持杭平面図 S=1:50

S=1:250S=1:250S=1:250

S=1:250 S=1:250 S=1:250
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大野台希望の橋（鋼上部工）工事

大野台希望の橋 仮桟橋撤去一般図(3)

標準横断図

数 量 表
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大野台希望の橋 仮桟橋撤去一般図(3)

A-A'

単位 数　量断面積
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B-B' m2 9.6
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№
0

工事用仮桟橋 耐候性大型土のう撤去 27.0袋

C-C' m2 6.7

図面の種類

縮　尺

設計会社名

事務所名

図　示 図面番号

東日本高速道路株式会社  東北支社

い わ き 工 事 事 務 所

施工会社名

/

中詰材27.0m3の処理を含む

流用土　路盤含む　工事用仮桟橋
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注１）．ウェブ及び下フランジの添接には　六角頭トルシアボルトを使用し

　　　　他は六角高力ボルトを使用する．

注２）．下フランジでは　ボルトをすべて外向きに挿入する．

注３）．ドリフトピンを　下フランジボルト穴に打ち込み　位置決めを行う．

注４）．上フランジのエンドプレ－トを密着させるため　ボルト締めは上フランジから行う．

      　　　　　2　PSP-2B

添接板　　　　　2　PSP-1B

      　　　　　2　PSP-4B

ボルトナット   40　M22x115<S10T> (六角頭トルシアボルト)

                2　M22x 85(F10T)

             　64　M22x 75<S10T> (六角頭トルシアボルト)

      　　　　　1　PSP-3B

2 M22x85(F10T)

添接板　   2 PSP-1B

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ 48-M22x75<S10T>

（六角頭トルシアボルト）

添接板　1　PSP-3B

　　　　2  PSP-4B

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ 40-M22x115<S10T>

（六角頭トルシアボルト）

添接板　2　PSP-2B

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ 16-M22x75<S10T>

（六角頭トルシアボルト）3x75

=225

118

3x75

=225

※　<S10T>は、六角頭トルシアボルトを示す。

　主桁の添接("A"部) S=1:50　

22
90

取付ボルト　　　2　KBN-24x60N 

沓　座　　　　　1　KSB

可動ブロック　　2　PMB固定ブロック　　2　PFB

沓　座　　　　　1　KSB

取付ボルト　　　2　KBN-24x60N 

22
90

ＭＯＶ．

380

230

2
70

2
00

ＦＩＸ．

380

230

2
70

2
00

端主桁端主桁 端主桁 端主桁

　リース桁部支承 S=1:25　

KBN-24x60N

沓座 KSB

固定ブロック PFB

KBN-24x60N KBN-24x60N

沓座 KSB

固定ブロック PFB 固定ブロック PFB

沓座 KSB

KBN-24x60N

沓座 KSB

可動ブロック PMB

可動ブロック PMB 可動ブロック PMB

KBN-24x60N KBN-24x60N

沓座 KSB

沓座 KSB

取付ボルト　　　4　KBN-30x110
　　　　　　　　(強度区分4.8) 

4-KBN-30x110

(強度区分4.8)
4-KBN-30x110

(強度区分4.8)

4-KBN-30x110

(強度区分4.8)

4-KBN-30x110

(強度区分4.8)

4-KBN-30x110

(強度区分4.8)

4-KBN-30x110

(強度区分4.8)

取付ボルト　　　4　KBN-30x110
　　　　　　　　(強度区分4.8) 

(強度区分10.9)(強度区分10.9)

(強度区分10.9) (強度区分10.9)

(強度区分10.9)(強度区分10.9)

　　　　　　　　(強度区分10.9) 　　　　　　　　(強度区分10.9) 

ソールプレート

固定ブロック PFB

KBN-24x60N

(強度区分10.9)

主桁下フランジ

25 310 25

360

沓座 KSB

ソールプレート

可動ブロック PMB

KBN-24x60N

(強度区分10.9)

主桁下フランジ

25 310 25

360

沓座 KSB

40
2
00

切
欠

40

2
80

40
2
00

切
欠

40

2
80

主桁

H594x302x14x23
主桁

H700x300x13x24

主桁

H700x300x13x24
主桁

H594x302x14x23

対傾構

[300x90x9x13 L=1900

対傾構

[300x90x9x13 L=1900

大野台希望の橋 仮桟橋上部工詳細図(1)

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図　示 図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社
いわき工事事務所

 大野台希望の橋 仮桟橋上部工詳細図(1)

常磐自動車道
大野台希望の橋（鋼上部工）工事
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横　構

取付ボルト 4 M22x65(F10T)

1 PLB-2.5

2450

2300(2400)

横構

PLB-2.5

主桁中心線

主桁中心線

　リース桁部横構 S=1:75　

2 M22x65(F10T)

140(240)

75

75

140(240)

1
8
80

2
0
00

取付ボルト 4 M22x65(F10T)

横　構
60

主桁中心線

1 PLB-3.0

3000

60 主桁中心線

"a"部

31
00

横構　

PLB-3.0

2 M22x65(F10T)

140

75

75

140

1
8
80

2
0
00

60
60

2000

187264

1
60

1
1
00

75
1
20

64

2 M22x65(F10T)

2 M22x65(F10T)2 M22x65(F10T)

2 M22x65(F10T)
対傾構 PSB-B

対傾構

取付ボルト 8 M22x65(F10T)

1 PSB-B

中間部対傾構

75

5
40

対傾構

取付ボルト 8 M22x65(F10T)

1 PSB

1872

2000

64

1
60

1
20

64

2 M22x65(F10T)

2 M22x65(F10T)

対傾構 PSB
2 M22x65(F10T)

2 M22x65(F10T)

　リース桁部対傾構 S=1:40　

支点部対傾構

　"a"部 拡大図 S=1:50　

75

60

75

2000

50 1900 50

50 1800 50

5
94

1
47

3
00

1
47

75

75

75
75

主桁 H594x302x14x23

スチフナー

PL144x12x546 対傾構

[300x90x9x13 L=1900

3-M22x65(F10T)

 Ｈ桁部対傾構 S=1:50　

( 主桁 H594 )

2000

50 1900 50

50 1800 50

7
00

2
00

3
00

2
00

75

75

75
75

主桁 H700x300x13x24

スチフナー

PL143x12x650

3-M22x65(F10T)

対傾構

[300x90x9x13 L=1900

( 主桁 H700 )

 Ｈ桁部対傾構 S=1:50　

大野台希望の橋 仮桟橋上部工詳細図(2)

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図　示 図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社
いわき工事事務所

大野台希望の橋 仮桟橋上部工詳細図(2)

常磐自動車道
大野台希望の橋（鋼上部工）工事

9 　　18



　覆工板・手摺支柱・ズレ止メ 配置図 S=1:250　

1-1 手摺割付図 S=1:250

2-2 手摺割付図 S=1:250

"B"部

3-3 手摺割付図 S=1:250　

KP4 KP5

200

2000

200手摺支柱 割付

手摺 割付

1600

2000

[200x90x8x13.5

地覆 割付

固定治具

保護プレート

PL50x3.2x50

固定治具

保護プレート

PL50x3.2x50

4-4 手摺割付図 S=1:250　

※ <  >内の本数は、ズレ止メ取付ボルト本数とする。

凡例

覆工板

MD(M)-1.0x2.0(落込式)

[H300用]

1000

2
0
00

覆工板

MD(M)-1.0x2.0(落込式)

[H350用]

1000

2
0
00

200 2x2000=4000 1600

200

2x2000=4000 1600

200 200

10x2000=20000

200

1600

200

2x2000=4000

200

600 200

6000 6000 20 22000 20 5000手摺 割付

手摺支柱 割付

1-1 手摺割付図

KP1 KP2 KP3 KP4 KP5

6000

([380x100x10.5x16)

6000

([380x100x10.5x16)

地覆 割付 6000

([380x100x10.5x16)

6000

([380x100x10.5x16)

5000

([380x100x10.5x16)

10000

([380x100x10.5x16)

200 2x2000=4000 1600

200

2x2000=4000 1600

200 200

10x2000=20000

200

1600 100

6000 6000 20 21900手摺 割付

手摺支柱 割付

KP1 KP2 KP3 KP4 KP5

10000

([380x100x10.5x16)

5900

([380x100x10.5x16)

地覆 割付 6000

([380x100x10.5x16)

6000

([380x100x10.5x16)

6000

([380x100x10.5x16)

5000

([380x100x10.5x16)

地覆 割付

2x2000=4000 600 200

5000

200

手摺 割付

手摺支柱 割付

200 2x2000=4000 1600
200

2x2000=4000 1600
200 200

10x2000=20000
200

1600
200

2x2000=4000
200

600 200

200 2x2000=4000 1600

200

2x2000=4000 1600

200 200

10x2000=20000

200

1600

100

2x2000=4000

200

600 200

6x1000=6000 6x1000=6000 20 22x1000=22000 20 5x1000=5000

3
x2
00
0=
60
00

2
0
0
0<
1本

>

4
x2
00
0=
80
00

2
00

1
6
00

2
00

手摺支柱 割付

覆
工
板
 
割
付 覆
工
板
 
割
付地覆

[380x100x10.5x16

1

2

1

2

33

4

4KP1 KP2 KP3 KP4 KP5

手摺支柱 割付

地覆 割付

覆工板 割付

6000<4本> 6000<4本> 5000<4本>

地覆 割付 6000<4本> 6000<4本>

6000<4本> 5900<4本>

6000<4本> 6000<4本> 5000<4本>10000<6本>

10000<6本>

大野台希望の橋 仮桟橋上部工詳細図(3)

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図　示 図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社
いわき工事事務所

大野台希望の橋 仮桟橋上部工詳細図(3)

常磐自動車道
大野台希望の橋（鋼上部工）工事
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5
94

5
94

150

150

1
50

主桁

H594x302x14x23

受桁

H594x302x14x23

4-M22x90(F10T)

4-M22x90(F10T)

主桁

H594x302x14x23

受桁

H594x302x14x23

 主桁・受桁 詳細図 S=1:50　

(KP1・KP2)

<平面図>

5
94

16

150 4-M22x80(F10T)

主桁

H594x302x14x23

高さ調整材

H300x300x10x15

エンドプレート

PL300x16x300

 主桁・高さ調整材 詳細図 S=1:50　

<側面図>

150 4-M22x80(F10T)

主桁

H594x302x14x23

<平面図>

高さ調整材 H300x300x10x15

エンドプレート PL300x16x300

1
50

<側面図>

(KP3)

7
00

150 4-M22x80(F10T)

高さ調整材

H300x300x10x15

エンドプレート

PL300x16x300

16

主桁

H700x300x13x24

150 4-M22x80(F10T)

主桁

H700x300x13x24

<平面図>
高さ調整材 H300x300x10x15

エンドプレート PL300x16x300

 主桁・高さ調整材 詳細図 S=1:50　

<側面図>

(KP4)

7
00

5
94

150

1
50

4-M22x90(F10T)

主桁

H700x300x13x24

受桁

H594x302x14x23

<平面図>

150

主桁

H700x300x13x24

受桁

H594x302x14x23

4-M22x90(F10T)

 主桁・受桁 詳細図 S=1:50　

<側面図>

(KP5)

　手摺取付詳細図 S=1:50　

覆工板

路　面

主桁

H700x300x13x24

507
00

1-M22x80(F10T)

　手摺・ズレ止メ取付詳細図 S=1:50　

<橋軸方向> <橋軸直角方向>

　("B"部)手摺・ズレ止メ取付詳細図 S=1:50　

<橋軸直角方向>

固定治具

保護プレート

PL50x3.2x50

リース桁

1
50

3
.2

50

覆工板

路　面

主桁

H700・H594

1-M22x80(F10T)

50

<リース桁>

覆工板

路　面

リース桁(PMG10.0B):1-M22x90(F10T)

(PEG6.0B):1-M22x80(F10T)

50

<H700・H594>

地覆

[380x100x10.5x16

3
80

7
00

3
50

3
50

手摺支柱 L75x75x9
手摺 L75x75x9

x2000

地覆

[380x100x10.5x16

3
80

7
00

3
50

3
50

手摺支柱 L75x75x9
手摺 L75x75x9

x2000

地覆

[380x100x10.5x16

3
80

7
00

3
50

3
50

手摺支柱 L75x75x9
手摺 L75x75x9

x2000

地覆

[380x100x10.5x16

3
80

7
00

3
50

3
50

手摺支柱 L75x75x9
手摺 L75x75x9

x2000

大野台希望の橋 仮桟橋上部工詳細図(4)

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図　示 図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社
いわき工事事務所

大野台希望の橋 仮桟橋上部工詳細図(4)

常磐自動車道
大野台希望の橋（鋼上部工）工事
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大野台希望の橋 仮桟橋下部工詳細図(1)

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図　示 図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社
いわき工事事務所

大野台希望の橋 仮桟橋下部工詳細図(1)

常磐自動車道
大野台希望の橋（鋼上部工）工事

2
08

5
948
02

5
94

16
60
00

4
x4
3
3=
1
7
32

50

1
6
00

5700300

H
主

桁
中

心
線

H
主

桁
中

心
線

H
主

桁
中

心
線

H
主

桁
中

心
線

6000 [H594]

A B

7000

4
x4
3
3=
1
7
32

1
6
00

50

土留鋼矢板 SP-3型 L=8000

1000 3x2000=6000 1000

3x2000=6000

3x2000=6000

2
08

5
948
02

5
94

16
6
0
00

3x2000=6000

主桁

H594x302x14x23

倒れ防止材 L100x100x10 L=250,350

架設時転倒防止の為、

主桁及びスチフナーと鋼矢板に仮付溶接

受桁

H594x302x14x23 L=7000
スチフナー PL144x12x546

トッププレート

PL400x16x400

支持杭

H350x350x12x19 L=6000

鋼矢板固定材

L100x100x10 L=1600

土留鋼矢板 SP-3型

L=8000

4-M22x90(F10T)

4-M22x80(F10T)

150

150

ブラケット 30BL

土留鋼矢板 SP-3型 L=8000

鋼矢板固定材

L100x100x10 L=1600

ブラケット 30BL

受桁

H594x302x14x23 L=7000

スチフナー PL144x12x546

主桁

H594x302x14x23

トッププレート

PL400x16x400

支持杭

H350x350x12x19 L=6000

4-M22x90(F10T) 150

4-M22x80(F10T) 150

3x2000=6000 500500

7000

3
00

5
7
00

A B

1

2

1

2

　側　面　図　 S=1:100　 　A-A 断面図　S=1:100　

覆工天端

▽55.500

▽54.104

覆工天端

▽55.500

▽54.104

受桁

H594x302x14x23 L=7000
スチフナー PL144x12x546

4-M22x90(F10T) 150

1
50

土留鋼矢板 SP-3型L=8000

鋼矢板固定材

L100x100x10 L=1600
ブラケット 30BL

　1-1 平面図　S=1:100　

H
主

桁
中

心
線

H
主

桁
中

心
線

H
主

桁
中

心
線

H
主

桁
中

心
線

3x2000=6000 500500

7000

3
00

5
7
00

受桁

H594x302x14x23 L=7000
スチフナー PL144x12x546

4-M22x80(F10T) 150

1
50

土留鋼矢板 SP-3型 L=8000

鋼矢板固定材

L100x100x10 L=1600ブラケット 30BL

　2-2 平面図　S=1:100　

支持杭

H350x350x12x19 L=6000

トッププレート PL400x16x400

土留鋼矢板 SP-3型 L=8000土留鋼矢板 SP-3型 L=8000

　B-B 断面図　S=1:100　

　< KP1 >

KP1 KP2

KP1

KP2

KP1

KP2

8000

支持杭

H350x350x12x19 L=6000

8000

8000

8000
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　< KP2 >
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スチフナー PL144x12x546

主桁

H594x302x14x23

トッププレート

PL400x16x400
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　側　面　図　 S=1:100　

　断　面　図　 S=1:100　

覆工天端

▽55.500

4-M22x90(F10T) 150

1
50

受桁

H594x302x14x23 L=7000
スチフナー PL144x12x546

3x2000=6000 500500

7000

3x2000=6000 500500

5
2
60

5
7
00

KP2

KP3

KP1

　1-1 平面図　S=1:100　
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大野台希望の橋 仮桟橋下部工詳細図(7)

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図　示 図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社
いわき工事事務所

大野台希望の橋 仮桟橋下部工詳細図(7)

常磐自動車道
大野台希望の橋（鋼上部工）工事

　< KP5 >

9000

H
主

桁
中

心
線

H
主

桁
中

心
線

H
主

桁
中

心
線

H
主

桁
中

心
線

H
主

桁
中

心
線

2
08

7
00 9
08

5
94

16
9
0
00

4
x4
3
3=
1
7
32

1
6
00

50

3960 300

5000 [H700]

4x2000=8000

4x2000=8000

2
08

7
009
08

5
94

16
9
0
00

10000

2000 2000 2000 2000 10001000

土留鋼矢板 SP-3型 L=10000

4
x4
3
3=
1
7
32

1
6
00

50
4x2000=8000

倒れ防止材 L100x100x10 L=250,350

架設時転倒防止の為、

主桁及びスチフナーと鋼矢板に仮付溶接

主桁

H700x300x13x24

受桁

H594x302x14x23 L=9000
スチフナー PL144x12x546

トッププレート

PL450x16x450

支持杭

H400x400x13x21 L=9000

土留鋼矢板 SP-3型 L=10000

鋼矢板固定材

L100x100x10 L=1600

4-M22x90(F10T)150

4-M22x80(F10T)150

ブラケット 30BL

覆工天端

▽55.500

▽53.998

受桁

H594x302x14x23 L=9000
スチフナー PL144x12x546

主桁

H700x300x13x24

トッププレート

PL450x16x450

支持杭

H400x400x13x21 L=9000

4-M22x90(F10T) 150

4-M22x80(F10T) 150

覆工天端

▽55.500

▽53.998

土留鋼矢板 SP-3型 L=10000

鋼矢板固定材

L100x100x10 L=1600

ブラケット 30BL

4x2000=8000 500500

9000

土留鋼矢板 SP-3型 L=10000

3
00

3
9
60

KP5KP4

A B

A B

1

2

1

2

　側　面　図　 S=1:100　

　A-A 断面図　S=1:100　

　B-B 断面図　S=1:100　

鋼矢板固定材

L100x100x10 L=1600ブラケット 30BL

土留鋼矢板 SP-3型 L=10000

受桁

H594x302x14x23 L=9000
スチフナー PL144x12x546

4-M22x90(F10T) 150 1
50

KP5

KP4

4-M22x80(F10T)

1-1 2-2

1501
50

支持杭

H400x400x13x21 L=9000

トッププレート

PL450x16x450

　1-1・2-2 平面図　S=1:100　

支持杭

H400x400x13x21 L=9000

10000

10000

18 　　18


